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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

報
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、

活
用
す
べ
き
で
は
。

答　
非
常
に
有
利
な
地
方
債

と
考
え
る
。
予
算
編
成
の
中

で
積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

●
自
治
会
の
法
人
化
に
つ
い
て

問　
自
治
会
等
は
会
館
等
の

資
産
を
団
体
名
義
で
保
有
で

き
な
い
。
多
く
が
自
治
会
長

個
人
や
住
民
複
数
人
の
名
義

と
な
っ
て
お
り
、
登
記
名
義

人
の
死
亡
後
に
所
有
権
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
懸
念
す
る
。

法
人
化
は
、
自
治
会
集
会
施

設
な
ど
の
不
動
産
の
登
記
が

自
治
会
名
で
可
能
と
な
り
税

の
減
免
も
あ
る
。
法
人
化
の

必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
意
義
を
認
識
し
、
法
人

格
を
取
得
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
働
き
か
け
た
い
。

問　
自
治
法
改
正
か
ら
30
年

以
上
が
経
つ
が
メ
リ
ッ
ト
が

伝
わ
っ
て
お
ら
ず
本
市
は
移

行
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
は
。

答　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
メ

リ
ッ
ト
を
各
自
治
会
に
細
か

く
説
明
し
促
し
て
い
き
た
い
。

問　
学
校
の
体
育
館
は
児
童

生
徒
の
教
育
の
場
、
地
域
住

民
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ
る

ほ
か
、
災
害
時
の
指
定
避
難

所
と
し
て
重
要
な
施
設
だ
が
、

平
均
気
温
が
年
々
上
昇
し
熱

中
症
の
危
険
性
が
あ
る
。
体

育
館
の
空
調
は
そ
の
リ
ス
ク

を
回
避
で
き
る
が
、
必
要
性

を
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
も
避
難
所

の
観
点
で
必
要
と
考
え
る
が
、

現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

答　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

難
し
い
が
、
他
市
等
の
整
備

状
況
を
勘
案
し
、
継
続
し
て

研
究
す
る
。
ま
た
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
は
、
必
要
に
応
じ

対
応
し
て
い
く
。

問　
財
源
の
課
題
だ
が
、
学

校
施
設
環
境
改
善
交
付
金（
補

助
率
３
分
の
１
）
が
令
和
７

年
ま
で
２
分
の
１
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
が
延
長
さ
れ
国
が
費
用

の
７
割
負
担
す
る
仕
組
み
が

あ
る
。
国
の
交
付
金
等
の
情

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設

置
と
ト
イ
レ
洋
式
化
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
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が
る
積
極
的
な
施
策
が
で
き

る
。
地
域
間
競
争
に
負
け
な

い
た
め
に
も
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
ち
、
県
よ
り
権
限
移
譲

を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
農
地
転
用
に
関
す
る
相

談
は
複
雑
か
つ
重
層
的
で
あ

り
、
農
地
法
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
法
令
等
の
的
確
な
解

釈
に
基
づ
く
判
断
を
要
す
る

た
め
、
様
々
な
事
例
や
相
談

業
務
か
ら
得
た
深
い
知
見
を

有
す
る
複
数
名
の
専
門
職
員

を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
許
可
権
者
と
し
て
適

正
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
事
前
相
談
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
県
に
よ
る
広
域
的

か
つ
統
一
的
な
見
解
に
基
づ

く
運
用
が
効
率
的
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

移
譲
を
受
け
た
近
隣
市
か
ら

の
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

︹
そ
の
他
の
主
な
質
問
︺

〇
防
災
意
識
の
啓
発

〇
公
共
工
事
の
執
行
促
進

問　
農
地
転
用
許
可
制
度
と

は
、
農
業
と
農
業
以
外
の
土

地
利
用
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
優
良
農
地
を
確
保
し
、

農
業
と
の
土
地
利
用
調
整
を

行
っ
た
上
、
都
市
的
利
用
と

他
の
用
途
へ
の
転
換
要
望
に

応
え
つ
つ
、
公
共
施
設
の
整

備
、
地
域
開
発
の
た
め
必
要

な
用
地
利
用
の
円
滑
化
を
図

る
制
度
で
あ
る
。
権
限
移
譲

は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
手
続

き
が
で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

市
民
に
最
も
身
近
な
、
そ
し

て
地
域
の
実
情
を
よ
り
把
握

し
て
い
る
市
が
決
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
的
確

な
判
断
が
可
能
と
な
る
。
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等

の
市
の
独
自
の
土
地
利
用
と

の
的
確
な
判
断
や
整
合
性
、

市
街
化
調
整
区
域
の
空
き
家

対
策
な
ど
、
地
域
市
民
が
自

ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て

地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
沿
線
の
土
地
利

用
が
進
み
、
定
住
化
に
つ
な

農
地
転
用
許
可
制
度
の

権
限
移
譲
に
つ
い
て

小 
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案
が
あ
り
、
本
年
５
月
８
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
５
類
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
現
在
、
事
業
の

実
施
に
向
け
て
細
部
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。

問　
今
後
の
事
業
の
進
め
方

と
最
終
的
な
目
標
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答  

市
で
は
、
市
内
全
小
学

校
を
対
象
と
し
て
、
来
年
度

可
能
な
限
り
早
期
に
事
業
を

開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
虫
歯
の
あ
る

児
童
生
徒
の
割
合
は
、
小
学

生
の
み
な
ら
ず
、
中
学
生
に

お
い
て
も
県
の
数
値
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最

終
的
な
目
標
と
し
て
市
内
全

中
学
校
に
お
い
て
も
実
施
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

︹
そ
の
他
の
主
な
質
問
︺

〇
工
業
団
地
に
つ
い
て

〇
高
機
能
消
防
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て

〇
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
３
月
定
例
市

議
会
に
お
い
て
、
本
市
の
全

小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
実
施
に

関
す
る
請
願
が
行
田
市
歯
科

医
師
会
よ
り
提
出
さ
れ
、
採

択
さ
れ
た
。
当
時
の
資
料
で
、

虫
歯
に
な
っ
た
こ
と
の
な
い

12
歳
児
の
割
合
は
63
市
町
村

中
62
番
目
と
平
均
を
大
き
く

下
回
り
、
虫
歯
に
な
ら
な
い

た
め
の
取
組
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
本
市
の
小
学
校
に

お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
請
願
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
事
業
実
施
に
向

け
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
状
況
を
鑑
み
、
行
田

市
歯
科
医
師
会
と
市
で
協
議

の
上
、
事
業
の
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
た
。
そ
の
後
、
本

年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
行
田

市
歯
科
保
健
業
務
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
、
感
染
状
況
を

踏
ま
え
る
と
本
事
業
の
実
施

は
可
能
で
は
な
い
か
と
の
提

小
学
校
に
お
け
る

フ
ッ
化
物
洗
口
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